第２学年○組　　道徳指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年11月28日  水曜日　第５時
指導者　○　○　○　○
１　主　題　名　　　勇気をもって　１－（３）勇気
２　主題設定の理由
(1) 価値観
　　よいことに勇気をもって，主体的に取り組む姿勢は，たいへん大切なことである。無分別でむちゃな行動ではなく，何が正しく，何が正しくないかを考えること，つまり，分別のある行動が重要である。
　　静かだが強い意志に支えられた勇気，あるいは，優しさのある勇気こそ本物の勇気といえる。しかし，正と不正の無分別さ，意思の弱さ，自己中心的な考え方などから，正しいと思ったことを勇気を出して実行できないこともある。

　　そこで，自分の生活を維持・発展させるためにも，よいと思ったことをそのまま行動に移していくことが大切である。
(2) 児童観
　　低学年の児童は，何がよいことで何がよくないことか，頭の中では理解している。しかし，正しいことだと分かっていても，実行に移せないことが多い。意志の弱さや，あとの仕返しなどの怖さから，判断から実践への橋渡しは難しい。そこで，許すことのできない不正や無法にきっぱりと勇気をもって抵抗し，正しいことを愛し守ろうとする気持ちを育てたい。　　　　　　　　　　
 (3) 資料観

　　　勇気をもって不正を正した主人公の行為を考えることによって，ねらいに迫りたい。その場の状況に流されそうになった主人公に共感させながらも，その後の主人公の勇気ある抗議で，弱者の味方をした言動の尊さ・さわやかさを理解させたい。
３　本時のねらい
　о正しいことは勇気をもって言ったり，行ったりしていこうとする気持ちを育てる。
４　準備・資料
о中心資料名「よこはいり」　出典「あかるいこころ」（愛知県教育振興会）

о教師・・・場面絵，ワークシート，ブランコに見立てたいす，フラッシュカード
５　指導過程
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まとめ
	１　約束やきまりを守った生活経験を発表する。


・そうじの時間を守って取り組んだ。

・ろうかの右側歩行を守っている。

２　資料「よこはいり」を読んで話し合う。


・いじわるな子だな。

　　・なんとかしてあげたい。

　　・わたしが注意しないと。

　　・1年生がかわいそう。


　　
　　・やっぱり，知らん顔しようかな。

　　・おさむさんに仕返しされたらどうしよう。

・みんなが嫌な気持ちになるからいけないな。

　　・おさむさんにきまりを守ってもらいたい。

　　・いけないことはちゃんと注意しよう。　

　　・きまりは大切だから，ちゃんと言おう。

・ほっとした。
・正しいことを言ってよかった。
　　　　・おさむさんも分かってくれた。
　　・これでみんななかよく使えるな。
３　気付いた価値を基に，自分の生活を振り返る。


・順番を守らなかった子に注意した。
　　・あぶないところで遊んでいる子にやめるように言った。

４　教師の説話を聞く。
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	о話し合いができるように，座席をコの字隊形にしておく。

о自分が約束やきまりを守った経験を想起させる。

о場面絵を用いて資料を範読する。

оその場の状況をしっかり確認してから，考えるようにする。

о自分勝手なおさむさんの人物像をおさえる。
о横入りされた1年生の子の気持ちを考えながら，主人公の心の動きを考えさせる。
оおさむさんに注意するときの主人公の葛藤する気持ちを児童に考えさせ，話し合わせる。
о役割演技をしながら主人公の気持ちを考えさせる(教師がおさむ)。

о勇気のある行動で，弱者の味方をした善行の尊さ・さわやかさをおさえる。
評 正しいことは勇気をもって言ったり，行ったりしていこうとする気持ちをもつことができる。　　　　　　　　　　（ 発 表 ）
оワークシートに記入させる。

о書けない児童には，もし自分が「わたし」だったらどうするかを記入させる。
о勇気をもって行動していた児童の紹介をする。
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６　本時の評価
о正しいことは勇気をもって言ったり，行ったりしていこうとする気持ちをもつことができる。　　　　　　　　　　　　（ 発 表 ）
７　ねらいに迫る力点
оおさむさんに注意するときの主人公の葛藤する気持ちを児童に考えさせ，話し合わせたい。そのために，役割演技をし，より主人公の気持ちを想像しやすくする。
　о主人公の気持ちになって考えさせるために，フラッシュカードや主人公の表情を描いた絵カードを使用する。

８　指導と評価
みんなが守っているきまりはどんなものがありますか。





おさむさんが横入りをして，1年生の子からブランコを取ってしまったのを見たとき，「わたし」はどう思ったでしょう。





おさむさんに「うるさいな，じゃまだぞ。」とにらまれたとき，「わたし」はどう思ったでしょう。





おさむさんが走って行った後，「わたし」はどんなことを思ったでしょう。





今までに，勇気をもって言ったりしたりしたことがありますか。





補「わたし」はおさむさんにどうしてほしいと思っているのでしょう。




















